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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２２１ ２０１９年２月２１日

労
働
運
動
委
員
会
は
２
月
16

日
、
東
京
で
「
労
働
運
動
を
前

進
さ
せ
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
３
人
が
各

分
報
告
し
た

30

す
る
「
学
習
交
流
会
」
を
開
い

た
。第

１
報
告
者
は
、
労
働
運
動

委
員
会
学
習
部
長
の
滝
野
忠
さ

ん
。
「

春
闘
を
考
え
る
ぼ
く

19

の
方
針
」
を
テ
ー
マ
に
①
連
合

春
闘
の
方
針
（
生
産
性
３
原

19則
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
）
②

賃
金
要
求
の
根
拠
と
要
求
設
定

（
最
低
到
達
水
準
に
目
を
や
り

飛
躍
が
な
い
）
③
階
級
的
労
働

ＪＡＬ不当解雇撤回
一斉駅頭宣伝行動が６駅で再開

2月２８日(木) １８:00～
錦糸町駅・立川駅・品川駅・高田馬場駅・赤羽駅
有楽町駅（18時30分）

羽田第１ターミナル（８番バス停）

3月9日(土) １７:00～18:00
プラカードでアピール行動

３
人
の
報
告
者
が
問
題
提
起

労
働
運
動
委
員
会

学
習
交
流
会

運
動
の
危
機
と
労
資
協
調
の

変
質
。
「
生
産
性
強
調
の
分
け

前
に
走
る
」
④
運
動
に
確
信

を
持
て
な
い
。
原
因
を
明
ら

か
に
で
き
る
学
習
。
労
働
運

動
の
情
勢
さ
え
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
い
る
。
労
働
組

合
の
主
体
性
の
変
化
か
ら
報

道
で
見
聞
す
る
範
囲
に
埋
没

し
て
い
る
問
題
点
を
上
げ
た
。

賃
金
引
上
げ
を
最
低
到
達
水

準
に
矛
先
を
変
質
さ
せ
る
な

ど
、
資
本
の
追
求
す
る
総
額

人
件
費
管
理
に
労
働
組
合
が

加
担
す
る
場
面
が
多
く
な
っ

関
西
生
コ
ン
の
不
当
逮
捕
に
緊
急
集
会
（
東
京
）

冒
頭
、
小
谷
野
書
記
長
は
、

「
ゴ
ー
ン
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
、
長
期
拘
留
は
６
か
月

及
ん
で
い
る
。
不
当
な
接
見

禁
止
、
今
す
ぐ
に
解
除
す
べ

き
だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
た

ら
逮
捕
さ
れ
る
。
憲
法

条
28

で
保
障
す
る
労
働
組
合
法
を

ね
じ
曲
げ
て
い
る
。
仲
間
た

ち
を
た
だ
ち
に
保
釈
せ
よ
」

と
強
く
訴
え
た
。

昨
年
の
９
月
の
ス
ト
ラ
イ

キ
で
、
「
威
力
業
務
妨
害
」
で

不
当
逮
捕
さ
れ
た
組
合
員
が

駆
け
付
け
た
。

日
間
拘
留

23

さ
れ
、
期
限
が
切
れ
る
寸
前

に
別
件
で
再
逮
捕
、
さ
ら
に

日
の
拘
留
。
保
釈
金
は
２

22５
０
万
円
」
。
ま
っ
と
う
な
組

合
運
動
を
し
て
い
る
だ
け
だ
。

そ
ん
な
関
西
生
コ
ン
の
運
動

を
理
解
す
る
拡
散
を
し
て
ほ

し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。。

げ
」
の
内
容
だ
。
公
務
員
の
賃

金
は
民
間
と
の
均
衡
を
保
つ
た

め
に
「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
手
法
」

で
賃
金
の
上
げ
下
げ
が
勧
告
さ

れ
る
。
今
回
の
改
正
の
特
徴
は
、

管
理
職
な
ど
に
容
赦
な
く
賃
金

ダ
ウ
ン
を
強
い
る
こ
と
だ
。「
定

年
ま
で
ぼ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ

ゃ
ね
え
よ
」
と
恫
喝
を
か
け
る

よ
う
な
も
の
。
し
か
し
、
職
場

の
決
起
と
特
別
区
会
」
の
動
き

も
あ
り
、
大
幅
賃
下
げ
は
阻
止

し
た
。
「
目
指
す
ゴ
ー
ル
を
明

ら
か
に
す
る
。
自
分
の
意
識
も

変
え
る
。
外
へ
向
け
た
議
論
」

な
ど
呼
び
か
け
る
努
力
を
す

る
。第

３
報
告
者
は
、
ユ
ニ
オ
ン

て
い
る
。

第
２
報
告
者
は
、
区
職

の
西
山
さ
ん
。
「
特
別
区

賃
金
確
定
闘
争
か
ら
見

18え
た
課
題
と
改
善
点
」
を

テ
ー
マ
に
職
場
の
実
態
を

話
し
た
。

年
の
特
別
区

18

人
事
委
員
会
は
、
「
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

及
び
勧
告
」
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
「
月
額
平
均
９

６
７
１
円
の
給
与
引
き
下

ネ
ッ
ト
お
互
い
さ
ま
か
ら
松
本

久
史
さ
ん
が
日
通

条
裁
判
を

18

語
っ
て
く
れ
た
。
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
現
状
と
雇
い
止
め
が

続
い
て
い
る
過
酷
な
現
状
を
紹

介
し
た
。
日
通
事
件
は
、
労
契

法

条
に
よ
る
、
無
期
雇
用
転

18
換
の
申
し
込
み
を
前
に
雇
い
止

め
を
し
た
こ
と
だ
。
日
通
は
無

期
転
換
を
嫌
が
っ
て
解
雇
を
し

た
。
労
契
法

条
が
雇
い
止
め

18

の
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
、
何

の
た
め
の

条
か
問
い
た
く
な

18

る
。
怒
り
を
ぶ
つ
け
裁
判
闘
争

で
絶
対
に
勝
利
す
る
と
誓
っ

た
。
次
回
の
学
習
交
流
会
は
、

９
月
に
も
行
う
予
定
だ
。

全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働

組
合
（
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
）
の
呼

び
か
け
で
、「
関
西
生
コ
ン
弾
圧

事
件
・
緊
急
報
告
集
会
」
が
開

か
れ
た
。
２
月
８
日
、

時
18

30

分
、
全
水
道
会
館
で
開
か
れ
た
。



東
京
メ
ト
ロ
の
売
店
で
働
く
契

約
社
員
ら
４
人
が
正
社
員
と
待
遇

格
差
が
あ
る
の
は
不
当
だ
と
し
た

労
契
法

条
裁
判
て
、
手
当
の
差

20

額
な
ど
約
５
０
０
０
万
円
の
支
払

い
を
「
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
」
（
東

京
メ
ト
ロ
の
子
会
社
）
に
求
め
た

訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が

日
に
あ

20

り
、
東
京
高
裁
（
川
神
裕
裁
判
長
）

は
、
請
求
を
棄
却
し
た
１
審
判
決

を
変
更
し
、
原
告
２
人
へ
の
未
払

い
退
職
金
の
格
差
な
ど
が
違
法
だ

と
認
め
、
同
社
に
計
約
２
２
０
万

円
の
賠
償
を
命
じ
た
。
弁
護
団
は
、

同
種
訴
訟
で
退
職
金
の
格
差
を
違

法
と
す
る
司
法
判
断
は
初
め
て
。

判
決
は
、
契
約
社
員
１
人
と
元
契

約
社
員
３
人
の
退
職
金
な
ど
の
格

非
正
規
差
別
な
く
せ
メ
ト
ロ

条
裁
判

20

契
約
社
員
の
退
職
金
格
差
は
違
法
判
決

差
を
、
労
働
契
約
法

条
が
禁

20

じ
る
「
不
合
理
な
格
差
」
に
当

た
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
検

討
。
退
職
金
に
関
し
て
は
元
契

約
社
員
２
人
が

年
前
後
勤
務

10

し
た
点
を
重
視
し
「
長
年
の
勤

務
に
対
す
る
功
労
報
償
の
性
格

を
有
す
る
退
職
金
す
ら
一
切
支

給
し
な
い
こ
と
は
不
合
理
」
と

述
べ
、
正
社
員
と
同
様
に
算
定

し
た
額
の
少
な
く
と
も

％
は

25

支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

判
決
は
、
原
告
４
人
の
う
ち
１

人
は
同
法

条
の
施
行
前
に
退

20

職
し
た
と
し
て
全
面
的
に
請
求

を
退
け
た
。
そ
の
上
で
３
人
に

つ
い
て
検
討
し
、
▽
住
宅
手
当

が
な
い
▽
勤
続

年
の
正
社
員

10

に
は
支
給
さ
れ
る
褒
賞
が
支
給

定
昇
に
も
届
か
状
況
な
の

に
「
過
去
最
高
だ
の
、
最
高

水
準
だ
の
」
と
ウ
ソ
を
重
ね

て
き
た
。
し
か
し
、
毎
月
勤

労
統
計
が
偽
装
だ
と
見
る
や
、

「
現
金
給
与
総
額
」
等
を
持

ち
出
し
労
働
者
を
け
む
に
巻

こ
う
と
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
が
ど
ん
な
に
あ

が
こ
う
と
も
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
は
頓
挫
し
て
い
る
し
、

ウ
ソ
も
明
ら
か
だ
。

経
団
連
は
、

春
闘
の
指

19

針
で
あ
る
「
経
労
委
報
告
」

で
、
労
使
協
調
、
自
社
自
決

を
強
調
し
て
い
る
。
ベ
ア
は

想
定
外
、
年
収
ベ
ー
ス
の
賃

金
（
一
時
金
、
手
当
て
）
い

つ
で
も
は
が
せ
る
賃
金
し
か

考
え
な
い
。
企
業
は
空
前
の

利
益
を
得
て
い
る
の
に
、
先

進
国
Ｇ
７
で
最
低
賃
金
な
の

が
、
日
本
で
あ
る
。

さ
れ
な
い
▽
１
人
（
契
約
社
員
）

の
早
出
残
業
手
当
が
正
社
員
と

割
増
率
が
異
な
る
こ
と
も
「
違

法
な
格
差
」
と
判
断
。
一
方
、

本
給
と
賞
与
の
是
正
は
退
け
た
。

年
の
１
審
・
東
京
地
裁
判
決

17は
、
１
人
の
早
出
残
業
手
当
の

格
差
の
み
を
不
合
理
と
し
、
差

額
約
４
１
０
０
円
の
支
払
い
を

命
じ
て
い
た
。

今
回
の
判
決
は
、
手
当
の

一
部
や
、
ま
し
て
や
何
の
根

拠
も
な
い
「
正
社
員
の
４
分

の
１
」
と
い
っ
た
判
決
に
納

得
で
き
な
い
。
判
決
の
主
文

を
裁
判
長
が
言
い
渡
し
た

際
、
傍
聴
席
か
ら
は
す
ぐ
さ

ま
「
不
当
判
決
だ
！
」
の
声

が
起
き
た
。
１
５
０
人
の
仲

間
が
東
京
高
裁
正
門
前
で
不

当
判
決
の
抗
議
を
し
た
。

経
済
同
友
会
の
小
林
喜
光
代

表
幹
事
は
、「
い
つ
ま
で
も
右
肩

上
が
り
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
っ
て
、

あ
ほ
じ
ゃ
ね
え
か
。
時
代
は
変

わ
る
ん
だ
よ
。
会
社
が
潰
れ
ち

ゃ
っ
た
ら
終
わ
り
だ
か
ら
ね
。

賃
上
げ
は
ボ
ー
ナ
ス
や
諸
手
当

で
、
年
収
ベ
ー
ス
で
や
れ
ば
い

い
ん
だ
。
そ
う
す
る
と
、
企
業

の
痛
手
も
少
な
い
」
な
ど
と
、

勝
手
な
コ
メ
ン
ト
を
発
し
た
。

企
業
は
、
毎
年
々
々
利
益
を

膨
ら
ま
し
、
こ
の
１
年
間
で
40

兆
円
も
膨
ら
ま
せ
た
。
不
正
毎

月
勤
労
統
計
を
見
る
ま
で
も
な

く
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
を
た
ど
っ
て
い
る
。
物

価
、
社
会
保
険
料
な
ど
が
高
騰

し
て
い
る
の
に
。

左
記
の
図
表
を
見
る
と
、

安
倍
政
権
時
の
春
闘
回
答
は
、

定
昇
に
も
届
か
な
い
低
額
回

答
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
安
倍
首
相
は
、
連
合
の
統

計
を
取
り
出
し
て
過
去
最
高

の
賃
上
げ
を
続
け
て
い
る
と

マ
ス
コ
ミ
に
発
し
た
。

春
闘

経
団
連
ベ
ア
を
拒
否

19労
働
者
の
頑
張
り
で
し
か
賃
上
げ
で
き
な


